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移行のデモ

このデモでは、ユーザとバケットをONTAP S3からStorageGRIDに移行する方法について説明します。

オブジェクトベースストレージをONTAP S3からStorageGRID
にシームレスに移行し、エンタープライズクラスのS3を実現

オブジェクトベースストレージをONTAP S3からStorageGRIDにシームレスに移行し、
エンタープライズクラスのS3を実現

ONTAPの準備

デモ用に、SVMオブジェクトストアサーバ、ユーザ、グループ、グループポリシー、およびバケットを作成
します。

Storage Virtual Machineの作成

ONTAPシステムマネージャで、[Storage VM]に移動して新しいStorage VMを追加します。
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[Enable S3]と[Enable TLS]のチェックボックスを選択し、HTTP（S）ポートを設定します。デフォルトのま
たは必須の環境を使用していない場合は、IP、サブネットマスク、およびゲートウェイとブロードキャストド
メインを定義します。
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SVMの作成時にユーザが作成されます。このユーザのS3キーをダウンロードしてウィンドウを閉じます。
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SVMが作成されたら、SVMを編集してDNS設定を追加します。
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DNS名とIPを定義します。

SVM S3ユーザの作成

次に、S3ユーザとグループを設定します。S3設定を編集します。
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新しいユーザを追加します。
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ユーザ名とキーの有効期限を入力します。

新しいユーザのS3キーをダウンロードします。
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SVM S3グループの作成

SVM S3設定の[Groups]タブで、上記で作成したユーザとFullAccess権限を持つ新しいグループを追加しま
す。
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SVM S3バケットの作成

[Buckets]セクションに移動し、[+ Add]ボタンをクリックします。
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名前と容量を入力し、[Enable ListBucket access…]チェックボックスをオフにして、[More options]ボタンを
クリックします。
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[その他のオプション]セクションで、バージョン管理を有効にするチェックボックスを選択して[保存]ボタン
をクリックします。
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同じ手順を繰り返し、バージョン管理を有効にせずに2つ目のバケットを作成します。バケット名と同じ容量
を入力し、[Enable ListBucket access…]チェックボックスの選択を解除して、[Save]ボタンをクリックしま
す。
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StorageGRID を準備しています

このデモの設定では、引き続きテナント、ユーザ、セキュリティグループ、グループポリシー、バケットを作
成します。

テナントを作成

[Tenants]タブに移動し、[Create]ボタンをクリックします。

13



ボタン"]

テナント名を指定してテナントの詳細を入力し、クライアントタイプとして[S3]を選択します。クォータは必
要ありません。プラットフォームサービスを選択する必要も、S3の選択を許可する必要もありません。必要
に応じて、独自のアイデンティティソースを使用することもできます。rootパスワードを設定して[完了]ボタ
ンをクリックします。

テナント名をクリックすると、テナントの詳細が表示されます。テナントIDは後で必要になりますので、コピ
ーしてください。[サインイン]ボタンをクリックします。テナントポータルログインが表示されます。あとで
使用するためにURLを保存しておきます。

テナントポータルログインが表示されます。あとで使用できるようにURLを保存し、rootユーザクレデンシャ
ルを入力します。
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ユーザの作成

[Users]タブに移動し、新しいユーザを作成します。
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新しいユーザが作成されたら、ユーザ名をクリックしてユーザの詳細を開きます。

後で使用するURLからユーザIDをコピーします。
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S3キーを作成するには、ユーザ名をクリックします。

[アクセスキー]タブを選択し、[キーの作成]ボタンをクリックします。有効期限を設定する必要はありませ
ん。ウィンドウを閉じると再度取得できないため、S3キーをダウンロードしてください。
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セキュリティグループを作成する

[グループ]ページに移動し、新しいグループを作成します。
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グループ権限を読み取り専用に設定します。これはテナントUIの権限であり、S3の権限ではありません。

19



S3権限はグループポリシー（IAMポリシー）で制御されます。グループポリシーをcustomに設定し、JSONポ
リシーをボックスに貼り付けます。このポリシーを使用すると、このグループのユーザはテナントのバケット
を一覧表示し、「bucket」という名前のバケットまたは「bucket」という名前のバケットのサブフォルダ内
のS3処理を実行できます。
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{

    "Statement": [

      {

        "Effect": "Allow",

        "Action": "s3:ListAllMyBuckets",

        "Resource": "arn:aws:s3:::*"

      },

      {

         "Effect": "Allow",

        "Action": "s3:*",

        "Resource": ["arn:aws:s3:::bucket","arn:aws:s3:::bucket/*"]

      }

    ]

}

最後に、ユーザをグループに追加して終了します。
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2つのバケットの作成

[Buckets]タブに移動し、[Create bucket]ボタンをクリックします。

ページ"]

バケット名とリージョンを定義します。
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ページ"]

最初のバケットでバージョン管理を有効にします。
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次に、バージョン管理を有効にせずに2つ目のバケットを作成します。

この2つ目のバケットではバージョン管理を有効にしないでください。

24



Rafael Guedes、Aron Klein著_

オブジェクトベースストレージをONTAP S3からStorageGRID
にシームレスに移行し、エンタープライズクラスのS3を実現

オブジェクトベースストレージをONTAP S3からStorageGRIDにシームレスに移行し、
エンタープライズクラスのS3を実現

ソースバケットへの入力

ソースONTAPバケットにオブジェクトを追加しましょう。このデモではS3Browserを使用しますが、使い慣
れた任意のツールを使用できます。

上記で作成したONTAPユーザーs3キーを使用して、ONTAPシステムに接続するようにS3Browserを設定しま
す。
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次に、いくつかのファイルをバージョン管理が有効なバケットにアップロードします。
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次に、バケットにいくつかのオブジェクトバージョンを作成します。

ファイルを削除します。

バケットにすでに存在するファイルをアップロードしてファイルをコピーし、新しいバージョンを作成しま
す。
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S3Browserでは、作成したオブジェクトのバージョンを表示できます。

レプリケーション関係を確立

ONTAPからStorageGRIDへのデータ送信を開始します。

ONTAPシステムマネージャで[Protection/Overview]に移動します。[クラウドオブジェクトストア]まで下にス
クロールし、[追加]ボタンをクリックして[ StorageGRID ]を選択します。
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名前とURLスタイルを入力して、StorageGRID情報を入力します(このデモでは、Path-styl URLを使用します
)。オブジェクトストアのスコープを「Storage VM」に設定します。

SSLを使用している場合は、ロードバランサエンドポイントのポートを設定し、StorageGRIDエンドポイント
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の証明書をここでコピーします。SSLを使用している場合は、[SSL]ボックスをオフにして、HTTPエンドポイ
ントのポートをここに入力します。

デスティネーションの上記のStorageGRID設定のStorageGRIDユーザのS3キーとバケット名を入力します。

宛先ターゲットが構成されたので、ターゲットのポリシー設定を構成できます。[Local policy settings]を展開
し、[continuous]を選択します。

継続的なポリシーを編集し、「目標復旧時点」を「1時間」から「3秒」に変更します。
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これで、バケットをレプリケートするようにSnapMirrorを設定できます。

SnapMirror create -source-path sv_demo：/bucket/bucket-destination-path sgws_demo：/objstore-policy

Continuous

これで、保護対象のバケットリストにクラウドのアイコンが表示されます。

バケットを選択して「SnapMirror（ONTAPまたはCloud）」タブに移動すると、SnapMirrorの返品ステータス
が表示されます。
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レプリケーションの詳細

これで、バケットをONTAPからStorageGRIDに正常にレプリケートできるようになりました。では実際に何
を複製しているのでしょうか？ソースとデスティネーションはどちらもバージョン管理されたバケットです。
以前のバージョンもデスティネーションにレプリケートされますか。S3Browserを使用してStorageGRIDバケ
ットを確認すると、既存のバージョンがレプリケートされず、削除されたオブジェクトも存在せず、そのオブ
ジェクトの削除マーカーもありません。複製されたオブジェクトのStorageGRIDバケットにはバージョンが1

つしかありません。

ONTAPバケットで、以前使用したのと同じオブジェクトに新しいバージョンを追加し、それがどのようにレ
プリケートされるかを確認します。
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StorageGRID側を見ると、このバケットにも新しいバージョンが作成されていますが、SnapMirror関係以前の
初期バージョンが欠落しています。

これは、ONTAP SnapMirror S3プロセスがオブジェクトの現在のバージョンのみをレプリケートするためで
す。そのため、デスティネーションとしてStorageGRID側にバージョン管理されたバケットを作成しました。
これにより、StorageGRIDはオブジェクトのバージョン履歴を保持できます。
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S3キーの移行

移行の場合、ほとんどの場合、移行先で新しいクレデンシャルを生成するのではなく、ユーザのクレデンシャ
ルを移行する必要があります。StorageGRIDには、s3キーをユーザーにインポートできるAPIが用意されてい
ます。

（テナントマネージャUIではなく）StorageGRID管理UIにログインすると、[API Documentation] swaggerペ
ージが開きます。

「accounts」セクションを展開し、「POST /grid/account-enable-s3-key-import」を選択し、「Try it out」ボ
タンをクリックしてから、実行ボタンをクリックします。

[accounts]の下にスクロールして[POST /grid/accounts/｛id｝/users/｛user_id｝/s3-access-keys]に移動しま
す。

ここでは、先ほど収集したテナントIDとユーザアカウントIDを入力します。JSONボックスにONTAPユーザの
フィールドとキーを入力します。キーの有効期限を設定するか、「,"Expires":123456789」を削除して[実行]

をクリックします。
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すべてのユーザキーのインポートが完了したら、「accounts」POST /grid/account-disable-s3-key-importのキ
ーインポート機能を無効にする必要があります。

テナントマネージャのUIでユーザアカウントを確認すると、新しいキーが追加されていることがわかります。
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最終的なカットオーバー

バケットをONTAPからStorageGRIDに永続的にレプリケートする場合は、ここで終了できます。ONTAP S3

からStorageGRIDへの移行の場合は、移行を終了してカットオーバーします。

ONTAPシステムマネージャでS3グループを編集し、「ReadOnlyAccess」に設定します。これにより、ユー
ザがONTAP S3バケットに書き込むことができなくなります。
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あとは、ONTAPクラスタからStorageGRIDエンドポイントを指すようにDNSを設定するだけです。エンドポ
イント証明書が正しいことを確認し、仮想ホスト形式の要求が必要な場合は、StorageGRIDでエンドポイント
のドメイン名を追加します。
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クライアントはTTLが期限切れになるのを待つか、DNSをフラッシュして新しいシステムに解決し、すべてが
機能していることをテストする必要があります。あとは、（インポートされたキーではなく）StorageGRIDデ
ータアクセスのテストに使用した最初の一時的なS3キーをクリーンアップし、SnapMirror関係を削除
し、ONTAPデータを削除するだけです。
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